
平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

科目 予算案(A) 前年度予算額(B) 増減(A)-(B)
千円 千円 千円

Ⅰ事業活動収支の部
１事業活動収入

　①基本財産運用収入 20 10 10
　　基本財産利息収入 20 10 10
　②特定資産運用収入 1,120 2,400 -1,280
　　特定資産利息収入 1,120 2,400 -1,280
　③事業収入 756,550 785,310 -28,760
　　1)JAS事業収入 588,790 607,400 -18,610
　　　審査料 2,760 4,580 -1,820
　　　製品検査料 3,460 4,600 -1,140
　　　認定料 310 410 -100
　　　認定登録料 99,980 102,200 -2,220
　　　監査料 39,410 40,590 -1,180
　　　受託検査手数料 361,760 361,750 10
　　　名称表示料 230 0 230
　　　出張手数料 74,550 87,310 -12,760
　　　講習・研修会手数料 4,900 4,560 340
　　　証明手数料 240 140 100
　　  調査研究手数料 1,190 1,260 -70

  2)受託事業収入 167,760 177,910 -10,150
　　　受託試験手数料 164,920 176,560 -11,640
　　　ＡＱ事業受託収入 2,840 1,350 1,490
　④雑収入 15,140 14,640 500
　　　受取利息 30 400 -370
　　　各種頒布料 5,490 5,170 320
　　　その他の収入 9,620 9,070 550
 事業活動収入計①～④合計 772,830 802,360 -29,530

  ２　事業活動支出　①＋② 795,330 700,940 94,390
　①JAS事業支出 681,020 555,300 125,720
　　　役員報酬手当 31,110 0 31,110
　　　給与手当支出 195,250 185,250 10,000
　　　賞与支出 65,430 63,590 1,840
　　　臨時雇賃金支出 47,960 38,040 9,920
　　　役員退職慰労金支出 3,450 0 3,450
　　　退職給付支出 49,970 22,070 27,900
　　　福利厚生費支出 43,080 42,650 430
　　　会議費支出 3,330 4,340 -1,010
　　　旅費交通費支出 74,620 64,260 10,360
　　　通信運搬費支出 9,560 7,700 1,860
　　　備品・消耗品費支出 12,490 11,390 1,100
　　　印章証票費支出 100 150 -50
　　　図書資料費支出 2,040 1,820 220
　　　修繕費支出 9,880 8,600 1,280
　　　印刷費支出 5,090 3,910 1,180
　　　光熱水料費支出 10,120 9,420 700
　　　リース料支出 2,570 2,330 240
　　　賃借料支出 59,150 45,290 13,860
　　　保険料支出 2,040 1,800 240
　　　諸会費支出 1,840 260 1,580
　　　渉外費支出 990 1,560 -570
　　　諸謝金支出 500 400 100
　　　広報費支出 6,450 9,000 -2,550
　　　公租公課支出 27,560 19,730 7,830
　　　支払手数料支出 11,050 4,320 6,730
　　　調査研究費支出 2,550 4,230 -1,680
　　　講習・研修会費支出 2,000 2,100 -100
　　　雑支出 840 1,090 -250

　収  　　支　  　予  　　算  　　書  

備　　考



科目 予算案(A) 前年度予算額(B) 増減(A)-(B)
千円 千円 千円

備　　考

②受託事業支出 114,310 145,640 -31,330
　　　役員報酬手当 3,070 0 3,070
　　　給与手当支出 36,830 49,540 -12,710
　　　賞与支出 12,310 17,000 -4,690
　　　臨時雇賃金支出 7,740 10,170 -2,430
　　　役員退職慰労金支出 340 0 340
　　　退職給付支出 9,900 5,900 4,000
　　　福利厚生費支出 8,530 11,400 -2,870
　　　会議費支出 620 1,150 -530
　　　旅費交通費支出 5,480 17,180 -11,700
　　　通信運搬費支出 1,740 2,050 -310
　　　備品・消耗品費支出 2,150 3,040 -890
　　　印章証票費支出 0 50 -50
　　　図書資料費支出 350 480 -130
　　　修繕費支出 1,660 2,300 -640
　　　印刷費支出 350 1,040 -690
　　　光熱水料費支出 1,970 2,510 -540
　　　リース料支出 490 620 -130
　　　賃借料支出 11,040 12,110 -1,070
　　　保険料支出 260 480 -220
　　　諸会費支出 290 60 230
　　　渉外費支出 200 410 -210
　　　諸謝金支出 0 100 -100
　　　公租公課支出 4,200 5,270 -1,070
　　　支払手数料支出 1,790 1,150 640
　　　雑支出 160 280 -120
　　　ＡＱ受託事業支出 2,840 1,350 1,490
　③管理費支出 14,230 99,990 -85,760
　　　役員報酬支出 4,220 38,400 -34,180
　　　給与手当支出 460 9,290 -8,830
　　　賞与支出 160 5,290 -5,130
　　　役員退職慰労金支出 470 0 470
　　　臨時雇賃金支出 0 0 0
　　　退職給付支出 480 3,350 -2,870
　　　福利厚生費支出 420 6,580 -6,160
　　　会議費支出 1,500 1,900 -400
　　　旅費交通費支出 3,800 5,000 -1,200
　　　通信運搬費支出 20 1,760 -1,740
　　　備品消耗品費支出 10 2,250 -2,240
　　　図書資料費支出 10 600 -590
　　　修繕費支出 10 1,250 -1,240
　　　印刷費支出 1,190 1,920 -730
　　　光熱水料費支出 10 360 -350
　　　リース料支出 10 380 -370
　　　賃借料支出 170 9,980 -9,810
　　　保険料支出 10 30 -20
　　　諸会費支出 20 2,000 -1,980
　　　渉外費支出 10 400 -390
　　　公租公課支出 80 80 0
　　　支払手数料支出 120 8,100 -7,980
　　　雑支出 950 930 20
　　　寄付金支出 100 140 -40
　　事業活動支出計　①+②+③ 809,560 800,930 8,630
　　事業活動収支差額 -36,730 1,430 -38,160



科目 予算案(A) 前年度予算額(B) 増減(A)-(B)
千円 千円 千円

備　　考

Ⅱ投資活動収支の部
  １投資活動収入
　①敷金･貸付金戻り収入 100 380 -280

敷金戻り収入 100 380 -280
厚生資金貸付金戻収入 0 0 0

　②特定資産取崩収入 78,260 78,450 -190
退職給与引当資産取崩収入 19,980 5,050 14,930
退職給付積立金取崩収入 18,280 0 18,280
試験設備引当資産取崩収入 0 30,000 -30,000
減価償却引当資産取崩収入 30,000 15,900 14,100
事務所整備引当資産取崩収入 10,000 27,500 -17,500

  　投資活動収入合計 78,360 78,830 -470

  2投資活動支出
　①固定資産取得支出 40,000 73,400 -33,400

機械器具購入支出 30,000 45,900 -15,900
建物建設等支出(修理） 10,000 27,500 -17,500
土地購入支出 0 0 0

　②敷金･貸付金支出 1,000 1,000 0
敷金支出 500 500 0
厚生資金貸付支出 500 500 0

　③特定資産取得支出 10,000 40,000 -30,000
減価償却引当資産取得支出 10,000 35,000 -25,000
試験設備引当資産取得支出 0 0 0
業務運営債務引当資産取得支出 0 0 0
事務所整備引当資産取得支出 0 0 0
退職給付積立金取得支出 0 5,000 -5,000

 投資活動支出合計 51,000 114,400 -63,400
 投資活動収支差額 27,360 -35,570 62,930

 Ⅲ 予備費支出 5,000 5,000 0

当期収入合計(A) 851,190 881,190 -30,000
当期支出合計(C) 865,560 920,330 -54,770
当期収支差額(A)-(C ) -14,370 -39,140 24,770
前期繰り越し収支差額 100,800 100,817 -17
次期繰り越し収支差額 86,430 61,677 24,753

注）１．一時借入金（運転資金）限度額３０，０００千円
　　２．事業収入が予算額を超過した場合、当該事業費並びに事業に必要な機械器具購入支出に充てることができる。
　　３．前年度「調査研究事業支出」予算はJAS事業費支出予算に含めて表示してあります。


